
- 29 -

第Ⅲ章　史跡の本質的価値

第１節　史跡の本質的価値の明示　　
国指定時の説明や「史跡真福寺貝塚保存管理計画書」において掲げられた真福寺貝塚

の価値を整理すると、おおむね次の４点に整理することができます。

Ⅰ　縄文時代後期から晩期の奥東京湾岸に形成された貝層を伴う集落遺跡であり、

高まりの集落域とそれに接する谷の水場とが一体として保存されていること。

Ⅱ　集落域はもとより、そこに形成された貝層や谷の泥炭層遺跡など、縄文時代後

期から晩期の各種の情報が集積・保存されていること。

Ⅲ　関東地方における縄文時代晩期土器編年研究における役割をはじめとする、考

古学史上の重要性。

Ⅳ　縄文時代に関するわが国を代表する重要な資料の出土遺跡であること。

まずⅠの具体的な内容は次のとおりです。

①　縄文時代後期から晩期にかけて形成された集落跡であり、台地上の集落域と谷

の泥炭層遺跡から構成されていること。

②　直径 150 ｍほどの環状の貝層を伴っており、縄文時代後期以降の奥東京湾岸で

は希少な大規模な貝塚遺跡であること。

などが具体的な内容です。

次にⅡの具体的な内容は次のとおりです。

③　１辺 10 ｍを超える大形住居跡などの特異な遺構や、土偶、勾玉等を含む大量の

遺物が出土すること。

④　主に泥炭層遺跡から出土するクリ、クルミ、トチ、ウリなどの種子、主に貝層

から出土する貝類及び獣魚類は、当時の食生活を伝える貴重な資料であること。

などが具体的な内容です。

Ⅲの具体的な内容は次のとおりです。

⑤　大正 15 年の大山史前学研究所による発掘調査など、考古学史上重要な調査が行

われてきたこと。

⑥　特に、縄文土器編年研究において、真福寺貝塚出土土器が後期後半から晩期前

半の編年研究に重要な素材となるなど、考古学研究に重要な資料を提供したこと。

などが具体的な内容です。

最後にⅣの具体的な内容は次のとおりです。

⑦　重要文化財に指定された「土偶」（ミミズク土偶　昭和 32 年指定。独立行政法

人国立文化財機構所蔵）の出土遺跡であり、それが史跡として保存されていること。

が具体的な内容です。

第２節　新たな価値評価の視点　　
1990 年代以降、縄文時代後晩期集落構造に関する研究が大きく進展しました。縄文時

代後期から晩期の拠点的な集落は大きな谷から分岐した谷奥に形成され、集落の構成は

環状となり、長期間にわたり継続した居住域は周囲よりも盛り上がった高まりとなるこ

と、集落が面する谷は水場として利用されていたことなどが明らかになりました。真福

寺貝塚では貝層の分布域の中心部分が「土手状に高まって」いることが、昭和 15 年の
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東京大学人類学教室の発掘調査で中心的な役割を果たした酒詰仲男氏によって既に指摘

されていました（文献 56）が、研究の進展によって、真福寺貝塚も縄文時代後晩期の拠

点的集落の基本的な類型に属することが明らかになりました。これによって、真福寺貝

塚では、縄文時代後晩期の拠点的集落の基本的な構成要素が史跡として保存されている

ことが明確となりました。

また、1990 年代以降、従来不明な点が多く残されていた過去の真福寺貝塚調査資料の

報告・紹介が進むとともに、指定地内でのレーダー探査やボーリング調査、指定地外で

の発掘調査など、真福寺貝塚に関する情報の整備・蓄積が進み、その実像を捉え直すの

に必要な条件が整ってきました。その結果、例えば特異な遺物出土状態を示す大形住居

跡として著名な昭和 15 年第２地点第１号住居跡や昭和 27 年の國學院大學による発掘調

査地点が現在の史跡指定地の外側に位置していること、さらに、集落としての重要な要

素である環状の高まりが、指定地の北側と南側に続いていることが判明しました（18 頁

第８図）。現在の史跡指定地の外側にも真福寺貝塚の最も中核的な部分が残されている

ことが明らかになったのです。

なお、さいたま市は平成 13 年に３市の合併で誕生し、平成 17 年の岩槻市編入によっ

て現在の市域が成立しました。大宮台地南半部の大部分とその周辺の低地にわたる現在

の市域は、縄文時代後晩期には安行式文化の中心であり、安行３ｃ式を細分して安行３

ｄ式が設定される際の中核的資料が出土した奈良瀬戸遺跡をはじめ、縄文時代後晩期の

重要な遺跡が数多くあります（第７図参照）。真福寺貝塚は、国指定の史跡としてさい

たま市を代表する文化財、歴史文化資源であるとともに、縄文時代後晩期の重要な遺跡

が数多くある本市を象徴する遺跡でもあります。

第 17 図　新たな価値が確認された範囲

：史跡指定範囲

：新たな価値が確認された主な範囲

（後述：今後保存が必要となる範囲）

：周知の埋蔵文化財包蔵地



史跡指定地内の構成要素

低地部に泥炭層がሁ積し、Ⰻዲな遺物包ྵ層が遺存している。
泥炭層からは、縄文時代後期後ⴥから晩期のᵝ々な遺物が出土
している。

出土遺物
有機遺物：種Ꮚ（クࣜ、クࣝミ、ࢳࢺ、࢘ࣜ⛉）、木〇ရ
（ᘪ、櫛、࢝ࢦ）、⧄維〇ရ、漆器

水生植物（࢝ࣖࢨࢢࣜࢶ⛉な࡝）が⦾ⱱしていた。
水場‪水を利用した木ᮦ加工ࡸሀᯝ㢮のฎ理を行ࡗていたとࡸ
⪃えられる。

❑地

谷と環状の高まりの㛫のᩳ面部分。直ᚄ⣙80mの❑地である。
❑地と高まりの高低ᕪは⣙2.2m。

環状集ⴠの広場であࡗたと⪃えられる。

᥎定範囲外周⣙180m�120m、ᖜ⣙48mの༙෇環状の高まりか
ら、住居跡、土坑、遺物包ྵ層が重なりྜࡗて検出された。
住居跡は方形ࡸᴃ෇形でቨ柱穴がᕠるものがከい。１辺10㹫を
㉸える大形住居跡も検出された。
土坑は、⿄状の㈓蔵穴な࡝が検出された。
地ୗࣞーダー᥈査によりᑠつᶍな貝層の集積が⣙40⟠所᥎定さ
れている。それらは、౑用されなくなࡗた住居跡ࡸ土坑にᗫᲠ
された貝層と⪃えられる。

遺跡から出土した土器は、関東地方に࠾ける縄文時代後期後༙
から晩期๓༙の土器⦅年を確立する中᰾的資料となࡗた。昭和
９年（1934）に山内清男が安行式を３区分した際、貝層出土土
器を安行２式に、泥炭層出土土器を安行３式（現ᅾは安行３c
式）とした。
出土遺物
土器：῝㖊形土器、ὸ㖊形土器、ὀཱྀ土器、ྎ௜土器
土〇ရ：土〇⪥㣭、土∧、土偶（国重要文化財ミミズク土偶が
出土）
▼器：ᡴ〇▼᩼、☻〇▼᩼、▼㙨、▼๢、◒▼、☻▼、▼Წ、
▼๢、環状⪥㣭
⋇㦵㢮（࢝ࢩ、イࢩࢩࣀな࡝）、㨶㦵㢮（スズ࢟、クࣟダイな
（࡝なࣜࢢ࣐ࣁ、ジミࢩࢺ࣐ࣖ）貝㢮、（࡝

縄文時代後期から晩期に貝塚をకう環状の居住域がႠまれてい
た。

工作物等
史跡の保護と᝟ሗ発ಙを目的に、史跡名称標識、解説板、囲ᰙ
が設置されている。

雨水排水路 指定地の北西に雨水排水路がある。

道路
指定地のࡰ࡯中ኸに南北に道路が、そのࡰ࡯中ኸから東に道路
が㹒Ꮠ形に存ᅾする。

工作物 史跡指定地内に電柱・ᯫ空線がある（12ᮏ）。

ᗞ木樹木 指定地のࡰ࡯中ኸにᗞ木とᛮわれる樹木がある。

遺構・遺物

①　ᮏ質的価値を有する要素（保存・活用に資するもの）

遺跡内に存ᅾする現状構㐀物等

②　その他の要素

環状の高まり
（居住域）

谷・低湿地

その他（それ以外のもの）
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史跡指定地内の構成要素

　第３節　構成要素の特定　　　　　　　　　　　　　　　

史跡真福寺貝塚の構成要素について、本質的価値を有する要素、その他の要素につい

て整理しました。

また、現在の史跡指定範囲だけでなく、その周囲に遺跡の広がりが想定されており、

それらは遺跡の本質的価値を有する要素に匹敵すると考えられます。



௒ᚋಖᏑ䛜ᚲ要䛸䛺䜛⠊ᅖの構成要素

谷・低湿地
現状史跡指定地外であるが、指定地内から続く谷地形であり、
縄文時代後期から晩期の遺物が出土している。ࡇれらは遺跡の
ᮏ質的価値を有する要素に༉ᩛする重要な要素と⪃えられる。

❑地
現状史跡指定地外であるが、遺跡の広がりが想定される❑地で
あり、遺跡のᮏ質的価値を有する要素に༉ᩛする重要な要素と
⪃えられる。

環状の高まり

現状史跡指定地外であるが、史跡指定地から᭦に北側、南西側
に✺出して高まりが形成されていたと想定される。また、住居
跡も検出されている。ࡇれらは遺跡のᮏ質的価値を有する要素
に༉ᩛする重要な要素と⪃えられる。

ᘓ⠏物 ከくの住宅等ᘓ⠏物がある。

畑地 畑地がある。

工作物
電柱・ᯫ空線がある。
現指定地と民有地との境⏺にሟがある。

道路 道路がᩘ⟠所ある。

④　その他の要素

遺跡の広がりが想定される範囲に存ᅾする現状構㐀物等

③　ᮏ質的価値を有する要素

遺構
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遺跡の広がりが想定される範囲の構成要素

第 18 図　現状工作物等

雨水排水路

電柱

：史跡指定範囲

：市道路線番号
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第Ⅳ章　現状・課題

第１節　保存　　
　（1）現状

史跡指定地は、指定面積の 93％の公有地化が済み、残る未公有地は畑・植木畑などと

して土地所有者による土地利用が継続されています。公有地化済みの範囲では、既存の

建物は除却され、大部分は更地として、一部は樹林として管理されています。

その内の谷・低湿地部分は１筆を除き公有地化が済み、公有地化済みの範囲は湿性植

物が繁茂する湿地の状態で保存されています。窪地部分は２筆を除き公有地化が済み、

公有地化済みの範囲は草原及び樹林として保存されています。以前、住宅等の建築物が

所在したのはこの範囲ですが、現在は全て除却されています。環状の高まり部分は公有

地化が完了し、周囲よりもなだらかに盛り上がった高まりとして保存されています。そ

の大部分は更地となっていますが、一部樹林となっているところがあります。例えば、

史跡の北西部外周から東方の指定地内を俯瞰すると、足下の湿地をはさんで広がる平坦

な草原の向こうに、史跡東端部にある高まりがアイストップとなっており、平坦地から

徐々に高さを増す柔らかな起伏を見ることができます。樹林の周辺では、史跡外から侵

入した竹が繁茂しています。

日常管理として除草・剪定が行われています。竹林の広がりを抑制するために、筍の

伐採なども行っています。一部に管理用柵が設置されています。また、さいたま市教育

委員会の史跡管理担当職員が定期的に巡視を行い、管理状態の点検や簡易な清掃を行っ

ています。

　（2）課題
指定地内には、雨水排水路や道路、工作物（電柱・架空線）、樹林などがあり、その取

扱いが課題となります。

第２節　活用　　
　（1）現状

史跡の説明会や講演会の実施、パンフレットの作成によって情報発信を行なっていま

す。例えば、平成 23 年度から 26 年度に実施した史跡近接範囲での確認調査では、調査

の様子を紹介する現地説明会や小学校・近隣高校の児童・生徒を対象とした見学会、考

古学の専門家を招いた講演会などを開催しました。史跡指定から 40 年に当たる平成 27

年度には、毎年実施している「最新出土品展」の中に特設コーナーを設けて真福寺貝塚

の紹介を行ったほか、史跡を所管している文化財保護課の窓口のミニ展示において、真

福寺貝塚出土品の展示を行いました。また、さいたま市立博物館では、貝塚や縄文時代

後晩期にスポットを当てた企画展等を定期的に行い、史跡と同じ岩槻区にある岩槻郷土

資料館の常設展示で真福寺貝塚出土資料を中心とした展示コーナーを設けるなど、史跡

を活用する取組を行っています。

　（2）課題
史跡の現地では公有地化の進捗に長期間を要し、整備可能な公有地の面的確保が遅れ

ました。このため、昭和 50 年の史跡指定から長期間未整備の状態であり、今後、有効

な活用を早急に行う必要があります。

第３節　整備　　
　（1）現状

活用のための整備として、解説板と名称標識が設置されています。解説板には、説明
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文のほかに史跡の概要図や史跡内から出土した重要文化財「土偶」（ミミズク土偶）の

写真などが掲載されています。

　（2）課題
遺跡の特性を活かした活用のための整備が必要となります。

第４節　運営・体制
　（1）現状

さいたま市が管理団体であり、直営で管理しています。平成 28 年３月現在の管理の所

管はさいたま市教育委員会生涯学習部文化財保護課です。

　（2）課題
今後、史跡を適切に保護し、有効に活用していくためには、住民の積極的な参画が不

可欠であり、その運営・体制づくりが必要となります。
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第Ⅴ章　大綱・基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

史跡真福寺貝塚は、縄文時代後期から晩期にかけて営まれた集落遺跡です。

この遺跡は、台地上に形成された居住域には高まりや貝層が形成されていることに加

えて、低湿地（泥炭層）が一体となって保存されており、縄文時代後期から晩期の豊か

な生活文化に関する情報が集積する貴重な遺跡です。

居住域や低湿地からは、土器や有機質遺物等、様々な遺物が検出されており、中でも

ミミズク土偶は国の重要文化財に指定されています。

また、当地から出土した土器は、昭和９年（1934）に山内清男により、関東地方にお

ける縄文時代晩期の標式土器として提唱され、学史的価値の高いものです（現在は安行

３ｃ式に分類されています）。

この貴重な遺跡を将来にわたり確実に保護し、次世代に継承する必要があります。

そのためには、遺跡のもつ価値を地域の人々と共有し、身近な存在として感じること

で、人々の積極的な保存・活用への参画を目指します。

活用においては、地形や自然環境を利用し、また低湿地や集落での体験活動を通じて、

縄文時代に想定し得るような自然との関わりを体感できるものとします。

また、遺跡の価値に触れることができる学びの場、さらに憩いの場として遺跡が人々

に身近に感じられるものとします。

上記の保存・活用を図るために、遺跡を確実に保護・保存するための整備を実施しま

す。さらに、縄文時代の自然利用やくらしに関わる事象を表現するための整備を行いま

す。その保存・活用の活動や管理のための基地、遺跡の情報提供の拠点となる施設の整

備を検討します。

運営・体制について、遺跡の確実な保存管理と、積極的・継続的な活用を進めるため

の充実した体制づくりを行うものとします。

①　貴重な遺跡を将来にわたり確実に保護し、次世代に継承

します。

②　地域の人々が遺跡のもつ価値を共有し、積極的な保存・

活用への参画を目指します。

③　自然環境を利用し、縄文人と自然との関わりを体感でき

る活用を図ります。また、遺跡の重要性を学ぶ場、さらに

市民の憩いの場としての遺跡のあり方を目指します。

④　上記の保存・活用を実現するための整備を計画的に実施

します。

⑤　遺跡の確実な保存管理と施設の維持管理のための体制、

及び積極的・継続的な活用を行うための体制を整えます。




